
■災害や備えを知る防災カルタ （むかわ町）

Point 防災カルタを実施し、児童の防災意識を高める。

●学校名 むかわ町立鵡川中央小学校

●実施学年 第１学年

●ねらい 防災カルタを通して、児童の防災意識向上を図る。

●内 容

○主な活動 ○教師等の働きかけ 備考

○資料等を使った学習
○シェイクアウト
○防災カルタによる、災害や備えに
ついて、楽しく学ぶ

□ 説明だけでなく、視覚的
に提示することで、想像し
やすくした。
□ シェイクアウトの説明と
しっかりと机の脚を持つこ
とを確認した。

●児童生徒の声

・なだれがおきるときには、くさいにおいがすることがわかった。
・頭を守ることが大切だということがわかった。
・家での約束で、地震が起きたら家には帰らず、消防へ行くことになっている。

【防災カルタをしている様子】



■新聞紙で防災グッズの作成 （むかわ町）

Point 新聞紙を使った防災グッズを作成することで、児童の防災意識を高める。

●学校名 むかわ町立鵡川中央小学校

●実施学年 第２学年

●ねらい 新聞紙を使った防災グッズ作成を通して、児童の防災意識向上を図る。

●内 容

○主な活動 ○教師等の働きかけ 備考

○資料等を使った学習
○シェイクアウト
○新聞紙を使った防災グッズ作製

□ パワーポイントで説明を
した後、クイズ動画を見て
理解できたかを確認した。
□ 机を揺らし、きちんと机
を握ることの大切さを実感
させた。

●児童生徒の声

・家族に、新聞スリッパの作り方を教えてあげたい。
・一人でいるときに地震が起きても、机の下にかくれようと思う。
・頭を守るのが大事だということがわかりました。

【シェイクアウトの様子】

【新聞スリッパづくり】



■身の回りのものを使って照明体験 （むかわ町）

Point 照明の体験をすることで、児童の防災意識を高める。

●学校名 むかわ町立鵡川中央小学校

●実施学年 第３学年

●ねらい 照明体験を通して、児童の防災意識向上を図る。

●内 容

○主な活動 ○教師等の働きかけ 備考

○資料等を使った学習（主として地
震のあとに起こるライフラインの
停止）
○シェイクアウト
○停電時、懐中電灯（豆電球）一つ
で、どれだけ明るくなるか、また、
ろうそくの使い方、備えを学ぶ。
○家族（友達）がそばにいることの
ありがたさ、あたたかさを知る。

□ 限られた物しかない状況
で、明かりを大きくするた
めにどうしたらいいのか、
生活体験に基づいて考えさ
せた。
□ 振り返り活動の中で、自
分の家の中ではどうできる
か理解・関心を深めさせた。

・限られた物（レ
ジ袋・輪ゴム・は
さみ・ペットボト
ル・水）

●児童生徒の声

・停電する前に作る準備をして、今作ったものを家で作ってみたい。
・停電した時のためにライトは分かりやすい位置に置くといいと思いました。
・自分で工夫して色々試してみるのが面白かった。家でもやってみたい。

【シェイクアウトの様子】

【簡易ランタンづくり】



■家庭での備えの大切さ～非常食体験～ （むかわ町）

Point 非常食体験をすることで、児童の防災意識を高める。

●学校名 むかわ町立鵡川中央小学校

●実施学年 第４学年

●ねらい 非常食の体験を通して、児童の防災意識向上を図る。

●内 容

○主な活動 ○教師等の働きかけ 備考

○資料等を使った学習（主として、
地震のあとに起こるライフライン
の停止）
○シェイクアウト
○非常食（炊飯）体験

□ 地震が発生したときに周
りに大人がいないとき、ど
うするか考えさせた。
□ 家庭での備えの大切さに
ついて気付かせた。

・限られた物を
使っての体験

●児童生徒の声

・地震が起きたときにはすぐに外に出るのではなく、まず机の下にかくれる。
・地震や津波がきた時に自分の命は自分で守ることを知りました。
・家庭で災害のことを話したり、もし災害が起きたときのことを話したりしたいです。

【避難についての学習】

【非常食を入れる入れ物づくり】



■河川氾濫から身を守る～マイタイムラインの作成～ （むかわ町）

Point マイタイムラインを作成し、児童の防災意識を高める。

●学校名 むかわ町立鵡川中央小学校

●実施学年 第５学年

●ねらい マイタイムラインの作成を通して、児童の防災意識向上を図る。

●内 容

○主な活動 ○教師等の働きかけ 備考

○様々な災害について学ぶ
○シェイクアウト
○河川氾濫時の身を守る手立て
○ハザードマップの読み解き方

□ 日本ではさまざまな災害
がおこることを知り、その
災害に合わせた行動が必要
であることを考えさせた。
□ 地域にある河川の災害リ
スクおよび身を守るための
準備、心構えを意識させた。

・河川氾濫につい
ては、室蘭開発局
の出前講座として
開催

●児童生徒の声

・「後から」ではなく「今」準備することが大切だと分かった。
・家族でも「マイタイムライン」を作って、事前に確認することが大切だと分かった。
・災害はいつおこるかわからないから、事前に準備しておくことを改めて感じた。

【防災クイズをしている様子】

【マイ・タイムライン作成】



■避難所生活を快適に～ダンボールベッド組み立て体験～ （むかわ町）

Point ダンボールベットの組み立てを体験し、避難所生活での共助の意識を高める。

●学校名 むかわ町立鵡川中央小学校

●実施学年 第６学年

●ねらい ダンボールベッド組み立て体験を通して、児童の共助の意識向上を図る。

●内 容

○主な活動 ○教師等の働きかけ 備考

○資料等を使った学習
○シェイクアウト
○ダンボールベッド組み立て体験
○自分でできることを進んで行う
○率先避難者、共助（助ける側）へ
の意欲

□ パワーポイントで説明を
しながら、自分たちの生活
だとどんな場面にあたるか
を確認しながら進めた。
□ 机を揺らし、きちんと机
を握ることの大切さを実感
させた。

・ダンボールベッ
ドの組み立て体験
を、町広報防災対
策室の方が進めた。

●児童生徒の声

・家族でどこに逃げるかなど話していなかったので、しっかり話し合おうと思った。
・ダンボールベッドの組み立て方、地震、津波がきた時に気を付けることが分かった。家
族にも話したい。
・津波がきたときに、どんなことが起こるのかが分かった。

【ダンボールベッド組み立て体験】


